
会 議 報 告 書 

会議名 令和５年度 第１回三島市民生涯学習センター運営委員会議 

日 時 令和５年６月 13日（火）午前 10時 00分から 11時 45分まで 

場 所 三島市民生涯学習センター ５階 スタッフ室 

出席者 

センター 

運営委員 

碓井委員長、篠原委員、加藤委員、中田委員、本持委員、白井委員、 

朝日委員、飯塚委員 （欠席：岩塚委員） 

事務局側 
小塚教育長、鈴木教育推進部長、渡辺図書館長、辻文化財課長、 

若林生涯学習課長、星谷係長、土屋主事補、前田会計年度職員 

傍聴人 なし（公開会議、傍聴人定員 2名） 

項 目 趣  旨 

１ 開 会 

 

２ 委嘱状交付 

 

３ 教育長挨拶 

 

 

４  委員長の 

選任と 

  職務代理者 

  の指名 

 

５  運営委員長 

挨拶 

 

 

６ 職員紹介 

 

７ 議 題 

 

 

 

 

 

委員 

生涯学習課長 

 

委員 

 

 

 

 

 

●教育委員会 

 教育長より挨拶 

 

委員長、 

職務代理者を選任 

 

 

 

●センター運営委員 

委員長より挨拶 

各委員挨拶 

 

教育推進部長より職員紹介 

 

（１）令和４年度施設運営報告及び令和５年度施設運営予定について 

生涯学習課係長より資料に沿って説明  

（２）令和４年度事業報告及び令和５年度事業予定について 

各課より資料に沿って説明  

 

（質問） 

議題(２)に紹介されている講座名に、講師名の記載をしてほしい。 

事業の名称のみであったが次回から講師に確認を取り、可能な限り講師名を入れ

る。 

山中城跡の斜面が令和元年台風で崩れ、昨年また崩れている。この修復作業は国

の事業なのか。 



文化財課長 

 

委員 

文化財課長 

 

 

委員 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

委員 

 

図書館長 

 

委員 

 

文化財課長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

生涯学習課長 

委員 

 

文化財課長 

 

委員 

文化財課長 

 

委員 

図書館長 

 

現在復旧中であり、国、県の補助を受けつつ、文化庁、県と協議をしている。                                                

予算措置としては国からは７割、県からも補助が出る。 

松並木の松の本数が減っている。植林はしているのか。 

大量に補植し松が密集しすぎたため、積極的に補植していないが、地元の方々が庭

に松を育て、それを植え替えている。江戸時代の終わりから明治時代の初めまでの松

並木を最終的に目指す。 

リカレント教育推進事業の特設ブースといったイベントやブースを一日だけでなく、ニ

ーズの変化を捉えて常設的に設置したらどうか。 

令和４年度は特設ブースに放送大学や日本大学など近隣教育機関等のリカレント的

要素のある講座のちらしなどを提供。令和４年度末にリカレント教育専用ホームページ

を作成し、特設ブースに頼っていた部分をホームページとしても提供開始。生涯学習セ

ンター４階学習情報コーナーにあるブースを増強しつつ、ホームページと特設ブースを

並行して行っている。 

としょかんスタンプラリーのような本離れを防ぐという明確なテーマ性を持った事業に

様々な仕掛けや工夫をして積極的に推進してほしい。 

子ども読書の日記念事業にもスタンプラリーを展開しており、保護者と子どもに本を

借りてもらうような流れを作るようにする。またスタンプラリーなど積極的に推進していく。 

文化財課と生涯学習課や図書館と共通したテーマを持ってスタンプラリーを行い、生

涯学習との相乗効果を狙ったこの施設だからこそできることをしてもらいたい。 

生涯学習関連に来る方は文化に興味があり、図書館に来る方には学習意欲のある

方が多いため、提案の通り日々思案している。 

年配の方へは図書館カウンター前への日本遺産のパネル展示や、静岡県文化財セ

ンターとの協力を得て展示会を開いている。子どもへの啓発活動として生涯学習課の

みしまっこ体験塾に文化財である旧街道の石畳を小学生と共に直すイベントを文化財

課、生涯学習課、地元の企業と企画中。 

図書館、生涯学習課とうまく付き合い、他にも事業を広げる予定。 

小学生中学生に向けて文化財をPRし、ハイキングなどを企画してはどうか。 

利用者緩和の数字について統計だけでなく、グラフ（ダイナミックプランシング）が欲

しい。 

統計に関しては標記を改善し、今後調査、研究を行う。 

文化財事業の生涯学習センター２階「茂吉をめぐる歌人たち」の展示は通年と昨年

度も今年度も記載されているが変わらないのか。 

郷土資料館が展示を行っており、図書館が資料を提供しているため、今後郷土資料

館スタッフ、図書館と協議し、変化を持たせるようにする。 

短歌の募集などイベントの企画は文化財課ではしないのか。 

文化財課は埋蔵文化財、遺跡専門で、郷土資料館は民俗学、古文書が専門。歌と

いう分野に弱かったため今後調査研究を行い、検討していく。 

漫画は近隣の市の図書館には見られるが、三島の図書館には設置しないのか。 

三島市立図書館資料収集方針の基本方針には漫画は原則収集しない。児童書に

ついても県についての寄贈があった場合、設置することはあるがこちらから収集すること



 

委員 

図書館長 

委員 

 

委員 

 

 

 

８ 報告事項 

 

 

 

 

９ その他 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

10 開 会 

 

 

 

 

 

 

はない。 

時代に合わせた収集方針の検討はしないのか。 

図書館協議会で検討する。漫画はどのような種類で、どこの図書館にあるのか。 

細かくはわからない。沼津市には設置してある。今後漫画の種類や設置の仕方など

研究してもらいたい。 

今後漫画に限らず、伝記など様々な種類の本について、全国の図書館がどの程度

収集しているのかも合わせて研究してもらいたい。 

 

 

新型コロナウイルス感染症感染法上の位置づけ変更に伴う 

５月８日以降の施設運営について 

生涯学習課係長より資料に沿って説明 

 

 

 

運営委員会条例の第２条に文化財課長がいない。今日の会議での委員や文化財

課長の意見を踏まえて考えると、生涯学習センター内という範囲での運営は厳し

いので、対策を考えておいてはどうか。 

先にあった山中城跡の市民を含めたクラウドファンディングのような活動は

もっと積極的に推進してほしい。またこういったクラウドファンディングなどを

行うのであるならば広報などで大々的に宣伝してもらいたい。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


